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Summary 
7 
Method for plant propagation in Smilax ri;ρaria were examined. When the stem segments 
were cultured on th巴mediumcontained Iow concentration of auxin and high concentration of 
cytokinin， adventitious shoots can be induc巴d.The number of shoots formed in the segments was 
always Iess than 3， and the number did not incraese by the addition of increasing concentrations 
of cytokinin. When the shoots were transferred to the medium with auxin， adventitious roots 
were formed in the basal part of the shoots. The plantlets were potted in soi!， cultivated 
successfuIIy. Crown-Iike structure was induced in caIIus or the basaI part of shoot by appIication 
of putrescine to the m巴dumwith auxin and cytokinin. The crown-like structure was very rapidly 
grown， ifit was cultured on the Iiquid medium. When the crown-Iike structure was cut to some 
pieces and cultured on the medium without putrescine， many shoot…buds were formed. This 
method is useful for propagation in Smilax ritaria. 
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緒 言
シオデは山菜の女王とも呼ばれ，若い茎を食用とし，特に東北などで珍重される多年性のユ
リ科植物である.この植物は種子繁殖するが，取播すると翌年発根し， 2年目に発芽する.し
かし茎を収穫するまでに数年を要すること，種子の発芽率がきわめて低いことなどの理由から
増殖は株分けで行うことが多い.シオデのより効率的な増殖方法としては組織培養技術の利用
が考えられる.また，同じユリ科に属するアスパラガスとの細胞融合による新品種作出なども
想定することができる.アスパラガスの増殖においては従来苗条・不定底分化の利用が考えら
れてきたが，最近培養系でのクラウン誘導による増殖法も検討されている.筆者らはこれまで
にユリの球根分化の制御機構に関して研究を行ってきたが1，2， 3守 6，7)，シオデに対しでも苗条分
化あるいはクラウン誘導による増殖が可能なのではないかと考えて検討を加えたので以下に報
告する.
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材料と方法
シオデ [SmilaxriParia A. DC. var ussuriensis (Regel) Hara et Y. KoyamaJの植物体は
徳島県立農業試験場の井内美砂研究員から御分与いただいた.茎を採取し，次亜塩素酸ナトリ
ウム溶液(有効塩素濃度2%)で20分間滅菌後滅菌水で洗浄した.長さ 1cmの側芽を含まない
茎切片を切り出して外植片とした.基本培地には MurashigeとSkoogの培地4)を用い， 3%庶
糖を添加した(以上の培地を以下MS培地と呼ぶ).囲形培地の場合には0.25%ゲルライト 5)
(Merck)を培地固化剤として{使用した.MS由形培地にナフタレン酢酸 (NAA)とベンジノレ
アデニン (BA)を各種の濃度で組み合わせて添加して苗条分化に対する影響を調べた.さらに
クラウン誘導については，ポリアミンの一種であるプトレツシン (Put)の効果について検討し
た.またクラウンについては MS液体培地での増殖についても検討を加えた.液体培養は 1.e 
のジャーファーメンターを用い底部より毎分30m.eの空気を通気した.閤形及び液体培養はいず
れもお士 20Cで16時間照明 (6，OOOlux)の長日条件下で行った.培養4週間後にクラウン誘導
率，苗条分化率及び切片当りに形成された苗条数を測定した.形成された苗条はインドール酢
酸(IAA)を含むMS培地で培養して発根させ，その後土壌に移植した.
結果及び考察
1 .茎切片からの蔀条分化
茎切片を各種の濃度の NAA及びBAを添加した MS間形培地で培養し，苗条分化に対する
影響を謂べた.その結果，低濃度の NAAと高濃震の BAを組み合せて添加することにより，
茎切片から菌条を分化させることができた(第1表).最も多数の苗条が分化したのは， O.l，uM 
のNAAと1μ却の BAを添加した培地で培養した場合で， 1切片から約2.8本の苗条が分化
した(第1表，第1図).これらの苗条は発根し
なかったが，苗条を切り取りO.l，uMのIAAを
含むMS掴形培地に移植したところ，発根し幼
第 1表.シオデ茎切片からの苗条分化に
及ぼす NAAとBAの影響
濃 度(μM) 分化積条数
NAA BA /切片。 。 。
0.1 。 。
1 。 。。 0.1 0.46 。 1 。
0.1 0.1 1.64 
0.1 1 2.82 
1 0.1 1.20 
1 1 0.86 
長さ 1cmの茎切片を各種濃度の NAA
とBAを含む MS図形培地で4週間培養
した. 1処現区当り481留の茎切片を培養し，
分化した苗条数を測定した.
第 112?l.茎切片からの苗条分化
茎切片をO.l，uMのNAAと 1μM
のBAを含む MS思形培地で 4週間
培養した.
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植物体となった.
以上の苗条分化による増殖方
法では，長さ 1mの茎から約
280本の植物体を得ることがで
きる.しかしながらこの方法は，
苗条分化のための初代培養，発
根のための継代培養さらに土壌
への移植と 3段賠の操作を必要
とすること，増殖効率が低いこ
となどの問題点を有している.
2.固形培聾によるクラウン様
組織誘導を緩た植物体蒋生
より効率的な増殖方法を開発
するために，0.1μMのNAAと
1μMのBAを添加し，さらに
第2表.シオデの茎切片からのクラウン様組織誘導及び苗条分化
に及ぼすPutの影響
Put濃度 苗条分化数 クラウン様組織 苗条分化数
(μM) /茎切片 増殖量(g) /茎切片..。 2.78 。
0.01 2.90 0.26 8.4 。.1 2.86 0.42 14.6 
l 3.20 0.82 24.2 
10 2.66 0.46 16.6 
1本 2.64 2.44 41.8... 
長さ 1cmの茎切片をo.1，uMのNAA，lμMのBA及び各穣濃
度のPutを含むMS臨形培地で培養した.あるいはO.l，uMの
NAA，lμMのBA及び1μMのPutを含む MS液体培地で培
養した.培養4遊間後に茎切片に形成された窓条数及びクラウン
様組織の最を測定した..クラウン様組織からの苗条分化は，組
織を分割後Put無添加の培地に移植し， 4週間培養して澱定し，
l茎切片あたりの商条数で表示した.叫曾液体培地の場合は培地交
換及び分割を自動的に行い培養開始から 8週間自に測定した.
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各種濃度の Putを加えた MS由形培地で茎切片を培養した.Putの添加は苗条分化を若干促進
する傾向がみられたが，苗条以外にカルスも誘導された(第2表).さらに培養を継続すること
により苗条の基部及びカルスからクラウン様組織が形成された(第2表，第2図).クラウン様
組織の誘導に最適の Put濃度は lμMであり，培養4週間で1茎切片から約0.8gのクラウン
捧組織を誘導することができた(第2表).このクラウン様組織を4分割し，その断片を Putを
除去した上記の培地で培養すると 1断片当り約6本の苗条が分化した(第3図).この苗条は
第2図.茎切片からのクラウン様組織の誘導
茎切片を0.1μMのNAA，lμMの
BA及び lμMのPutを含む MS図
形培地で4週間培養した.
第 3~. クラウン様総織からの苗条分布
茎切片を0.1μMのNAA，lμMの
BA及び lμMのPutを含むMS霞
形培地で4週間培養した.形成された
組織をPut無添加の培地に移植しさ
らに 4週間培養した.
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NAAとBAで誘導した苗条と同様に， IAAにより発根し幼横物体となった.このクラウン様
組織を誘導する方法では長さ 1mの茎から約2，400本の苗条が再生できることになり増殖効率
はきわめて高い.しかし培養操作は，初代培養，分割断片の培養，発根のための培養及び土壌
への移植と 4段階の操作を必要とし煩雑である.
3 .液体通気培養によるクラウン様組織誘導を経た植物体再生
クラウン様組織の誘導，その分割，断片の培養及び発根の過程については，液体培地を用い
ることで自動化できるのではないだろうか.すなわち，茎切片を液体培地で培養し，誘導され
たクラウン様組織をカッターで機械的に切断する.培地の変換は液体培地の場合きわめて容易
であるので，詰条再生のため Putを含まない培地，さらには発根のための IAAを含む培地に交
換する.以上の過程は自動的に制御することが可能であると考えられる.
上記の可能性を検証するために液体通気培養を試みた.培地としては由形培養と同様に0.1
μMのNAA，1μMのちAと1μMのPutを添加した MS培地を用いた. 1 Qのジャー
ファーメンターを使用し，通気量は毎分30meとした.その結果， 1茎切片から約2.4gのクラウ
ン様組織を誘導することができた(第2表).この組織をフードプロセッサーを用いて機械的に
切断し，培地を Put捺去培地に変換した. 1茎切片当りでは約42本の苗条が分化した(第2
表入長さ 1mの茎当りでは約4，200本の苗条が分化可能なことになる.さらに IAA添加培地へ
の変換を行った結果，幼植物体を再生させることができた.この幼植物体を土壌に移植したと
ころ良好に生育を続けた(第4図). 
以上の結果，液体通気培養を用いた増殖法は
きわめて有効であることが判明した.
摘 婆
組織培養技術を利用したシオデ (Smilax
riparia)の増殖方法について検討した.茎切片
をオーキシンとサイトカイニンを含む臨形培地
で培養することにより，苗条を分化させること
ができた. 1茎切片当りの分化した苗条数は 3
本以下であった.この苗条をオーキシンのみを
含む培地に移植すると発根し幼植物体となった.
ポリアミンの 1種であるプトレツシンを培地に
添加するとクラウン様組織が誘導された.この
組織を分割してプトレツシン無添加の培地に移
植することにより苗条が分化した.より効等霊的
な増殖方法を開発するために液体通気培養を試
みた.クラウン様組織の誘導は液体通気培養に
より促進され，さらに増殖速度はきわめて速
かった.また液体通気培養では培養操作の自動
化が可能で、あることを確認した.この方法で増
殖した幼植物体を土壌に移植したところ良女子に
生育した.
第4図.土壌で生育する横物体
茎切片を0.1μMのNAA，1μMの
BA及び 1μMのPutを含むMS思
形培地で4週間培養後，誘導されたク
ラウン様組織を機械的に切断し， Put 
無添加の培地，さらに IAA添加培地
に変換して幼植物体を得た.この幼植
物体を土壌に移植した.
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